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オリエンテーション（受講者に望むこと・受講上の注意点等） 近代ヨーロッパ政治思想

社会契約説Ⅰ

社会契約説Ⅱ 法の支配・立憲主義Ⅰ

法の支配・立憲主義Ⅱ
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【授業科目名】

臨床心理学

【授業の種類】

演習

【担当教員名】

木戸 里香

【授業の回数】

１５回

【時間数】

３０時間

【開講学年・時期】

２年後期

【必修・選択】

選択必修

【授業の到達目標及びテーマ・目標】

臨床心理学の基礎理論に触れながら、「自分」と「他者」との関係性を考える機会とし、自己理解をもとにし

た他者理解を目標とする。幼児や保護者の心の諸問題を取り上げ、研究発表を行い支援方法について考えるこ

とができるようになる。

【授業の概要】

臨床心理学の基礎理論、アセスメントの意義と心理検査、介入方法について学ぶ。心理的援助の方法について

掘り下げ、実際の保育現場で必要とされる臨床心理学の技法の応用を学習する。

【授業計画】

第 １回：臨床心理学 オリエンテーション（受講者に望むこと・受講上の注意点等）

第 ２回：自己理解① 意識と無意識

第 ３回：自己理解② パーソナリティ理論

第 ４回：自己理解③ 性格の類型論

第 ５回：基礎理論① 精神分析、クライエント中心療法

第 ６回：基礎理論② 認知行動療法、芸術療法

第 ７回：心理アセスメント① 質問紙法

第 ８回：心理アセスメント② 投影法

第 ９回：心理的援助 カウンセリングと傾聴

第１０回：心理的問題 ストレスの反応と対処

第１１回：幼児期の心理的問題 幼児と保護者の心の問題

第１２回：事例研究発表① 研究発表と各々の相互評価

第１３回：事例研究発表② 研究発表と各々の相互評価

第１４回：事例研究発表③ 研究発表と各々の相互評価

第１５回：まとめ

定期試験

【テキスト名・著者名・出版社名・ 番号】

プリントを配布する。

【参考書・参考資料等】

下山 晴彦 編著 『よくわかる臨床心理学』 （ミネルヴァ書房）

【学生に対する評価】

定期試験 ％ 研究発表 ％

授業中のワーク提出 ％ 授業への取り組み姿勢 ％

上記を総合して評価する。

— 13 —



— 14 —



— 15 —



( )

— 16 —



— 17 —



— 18 —



— 19 —



— 20 —



— 21 —



— 22 —



— 23 —



— 24 —



— 25 —



— 26 —



— 27 —



— 28 —



— 29 —



— 30 —



— 31 —



— 32 —



— 33 —



— 34 —



— 35 —



— 36 —



— 37 —



— 38 —



— 39 —



— 40 —



— 41 —



— 42 —



— 43 —



— 44 —



— 45 —



— 46 —



— 47 —



— 48 —



— 49 —



— 50 —



— 51 —



ICT A
ICT

— 52 —



office365 OS

— 53 —



— 54 —



— 55 —



— 56 —



— 57 —



— 58 —



— 59 —



— 60 —



ISBN978-4-7878-2531-5

— 61 —



— 62 —



— 63 —



— 64 —



— 65 —



— 66 —



— 67 —



【授業科目名】

子どもと表現

【授業の種類】

演習

【担当教員名】

榎本優人・藤本元美

【授業の回数】

８回

【時間数】

１５時間

【開講学年・時期】

１年後期

【必修・選択】

必修

【授業の到達目標及びテーマ・目標】

１．幼児の表現の姿や、その発達を理解する。

幼児の遊びや生活における領域「表現」の位置づけについて説明できる。

表現の生成する過程について理解している。

幼児の素朴な表現を見出し、受け止め、共感することができる。

２．身体・造形・音楽表現等の様々な表現の基礎的な知識・技能を学ぶことを通し、幼児の表現を支

える為の感性を豊かにする。

様々な表現を感じる･みる･聴く･楽しむことを通してイメージを豊かにすることができる。

身の周りのものを身体の諸感覚で捉え、素材の特性を生かした表現ができる。

表現することの楽しさを実感するとともに、楽しさを生み出す要因について分析することがで

きる。

協同して表現することを通し、他者の表現を受け止め共感し、より豊かな表現につなげていく

ことができる。

様々な表現の基礎的な知識技能を生かし、幼児の表現活動に展開させることができる。

【授業の概要】

領域「表現」の指導に関する、幼児の表現の姿やその発達及びそれを促す要因、幼児の感性や創造性

を豊かにする様々な表現遊びや環境の構成などについて実践的に学び、幼児期の表現活動を支援する

ための知識・技能、表現力を身に付ける。

【授業計画】

第１回：開講にあたって(オリエンテーション) 領域「表現」のねらいと内容の理解

第２回：乳児の表現の発達を理解し、それを育むための環境や、他領域との関連について考える

第３回：歌うことを中心とした音楽表現活動

第４回：身の回りの音・声・楽器による音楽遊び

第５回：身の回りの素材を生かした造形遊び

第６回：造形遊びを「学び」の視点から考える

第７回：イメージを音楽・言語・身体・造形等で統合し総合的に表現する

第８回： の活用と小学校の教科とのつながりとまとめ

定期試験

【テキスト名・著者名・出版社名・ 番号】

①保育内容「表現」 岡本拡子・花原幹夫・汐見稔幸著 ミネルヴァ書房

②幼稚園教育要領解説（フレーベル館）

③幼保連携型こども園教育・保育要領解説（フレーベル館）

④保育所保育指針解説（フレーベル館）

必要に応じてプリントを配布する。

【参考書・参考資料等】

【学生に対する評価】

課題・提出物 ％・授業内発表 ％
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